
次世代に残せる資産を

鈴木伸一氏太陽光発電協会事務局長に聞く
　
再
エ
ネ
の
固
定
価
格
買
取
制
度

が
呼
び
水
と
な
り
、

年
度
の
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
出
荷
量
が
過
去

最
高
と
な
っ
た
。
し
か
し
電
力
会

社
に
よ
る
新
規
契
約
の
保
留
問
題

な
ど
も
あ
り
、
需
要
の
減
速
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
協
会
の
鈴
木
伸
一
事

務
局
長
に
聞
い
た
。

◇
　
　
◇

　
―
再
エ
ネ
導
入
量
の
９
割
を
占

め
る
太
陽
光
に
は
買
い
取
り
の
上

限
を
設
け
る
案
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
太
陽
光
が
導
入
量
と
し
て
多

す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
現

在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は

再
エ
ネ
の
電
源
構
成
比
は

％
以

上

水
力
含
む

で
、
何
％
に
な

る
か
明
確
で
は
な
い
。
仮
に
現
状

の
設
備
認
定
量
が
全
て
稼
働
し
た

と
し
て
も
再
エ
ネ
の
割
合
は

・

９
％
。
目
標
が

％
に
な
っ
た
時

に
は

％
近
く
不
足
す
る
。
太
陽

光
以
外
の
再
エ
ネ
の
導
入
量
を
増

や
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
太

陽
光
を
含
め
た
全
て
の
再
エ
ネ
が

さ
ら
に
導
入
量
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
目
標
達
成
は
で
き
な
い
」

　
―
再
エ
ネ
の
割
合
が
低
い
段
階

で
電
力
各
社
が
新

規
の
受
け
入
れ
を

保
留
し
て
い
ま
す

が
、
導
入
目
標
量

の
受
け
入
れ
は
可

能
で
し
ょ
う
か
。

　
「
量
と
し
て
は

可
能
だ
が
、
系
統

の
仕
組
み
を
高
度

化
す
る
必
要
は
あ

る
。
こ
れ
は
今
に

な
っ
て
出
て
き
た

話
で
は
な
く
、
以

前
か
ら
の
課
題
。

再
エ
ネ
が

％
以

上
を
占
め
る
ド
イ

ツ
な
ど
の
欧
州
で

は
系
統
制
御
技
術
が
最
先
端
だ
。

再
エ
ネ
内
で
の
公
平
性
を
確
保
す

る
意
味
で
も
、
系
統
側
か
ら
の
通

信
指
令
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

再
エ
ネ
遠
隔
制
御
な
ど
出
力
調
整

が
効
率
的
に
可
能
な
系
統
シ
ス
テ

ム
の
整
備
は
不
可
欠
。
現
状
検
討

さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
対
策
よ
り

も
ロ
ー
コ
ス
ト
、
短
時
間
で
実
現

で
き
る
と
考
え
て
い
る
」

　
―
九
州
電
力
の
保
留
は
ど
の
よ

う
に
み
ら
れ
ま
す
か
。

　
「
九
電
で
は
１
年
で
最
も
電
力

需
要
が
少
な
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
に
、
日
射
量
が
最
も
増
え
る

た
め
、
そ
の
限
ら
れ
た
時
期
の
太

陽
光
発
電
量
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
系
統
の
仕
組
み
を
高
度
化
し

て
、
こ
の
時
だ
け
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
抑
制
は
年
間
数
パ

ー
セ
ン
ト
で
済
む
。
こ
れ
ま
で
実

際
に
必
要
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い

が
既
に
北
海
道
電
力
で
は
制
御
技

術
を
導
入
し
て
い
る
。
九
電
の
回

答
保
留
を
受
け
て
そ
の
他
の
電
力

会
社
も
保
留
し
た
が
、
全
国
的
に

議
論
す
る
良
い
機
会
だ
」

　
―
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
適
地
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
今
後
の
見

通
し
は
。

　
「
工
場
の
屋
根
や
カ
ー
ポ
ー
ト

な
ど
小
・
中
規
模
で
は
ま
だ
ま
だ

進
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
。
ま
た

住
宅
用
は
今
後
も
堅
調
に
推
移
し

て
い
く
と
見
て
い
る
。
賦
課
金
が

問
題
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
投
資
回
収
が
終

わ
る
だ
ろ
う

年
後
に
は
、
安
価

で
ク
リ
ー
ン
な
国
産
の
電
力
が
大

量
に
手
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
再

エ
ネ
の
普
及
は
次
世
代
に
残
せ
る

資
産
を
つ
く
る
と
考
え
、
投
資
し

て
い
き
た
い
」

省
ス
ペ
ー
ス
で
の
導
入
に
期
待

自
家
消
費
の
推
進

　
太
陽
光
や
風
力
な
ど
発
電
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
小
水
力
や
地
熱
を
利
用
し
た
発
電
で
あ
る
。
身

の
回
り
に
存
在
し
て
い
る
自
然
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
無
駄
に
し
な
い
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

奈
良
・
山
形
で
完
成

小水力発電・地熱発電

事
業
化
へ
環
境
整
備
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※
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
ー

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
力
が
電

力
料
金
と
同
等
に
な
っ
た
点
を
指

す
。
決
ま
っ
た
基
準
は
な
い
。
料
金

で
は
な
く
発
電
コ
ス
ト
を
比
較
対
象

に
算
出
す
る
考
え
方
も
あ
る
。

　
買
取
価
格
や
買
取
制
度
自

体
が
見
直
さ
れ
て
も
、
太
陽

光
の
発
電
コ
ス
ト
が
下
が
っ

て
、
既
存
の
電
力
料
金
と
同

等
か
そ
れ
以
下
に
な
る
グ
リ

ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
ー
を
実
現
す

れ
ば
、
自
家
消
費
に
メ
リ
ッ

ト
が
生
ま
れ
る
。

　
中
国
の
太
陽
電
池
大
手
ト

リ
ナ
・
ソ
ー
ラ
ー
の
日
本
法

人
で
あ
る
ト
リ
ナ
・
ソ
ー
ラ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
橋
本
仁
志

営
業
技
術
サ
ポ
ー
ト
部
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
と
「
太
陽

光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
グ
リ

ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
ー
に
重
要
な

要
素
は

高
効
率

と

長
寿

命
化
」
。

　
設
置
面
積
が
限
ら
れ
る
住

宅
な
ど
で
は
、
省
ス
ペ
ー
ス

で
多
く
発
電
で
き
る
高
効
率

な
パ
ネ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
「
住
宅
用
で
は
か
な
り

グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
ー
に
近

づ
い
て
い
る
」

橋
本
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

と
い
う
。

　
同
社
は
研
究
開
発
に
積
極

的
で
、
６

基
板
の
ｐ
型
単

結
晶
シ
リ
コ
ン
ソ
ー
ラ
ー
セ

ル
で
変
換
効
率

・
４
％
、

ｐ
型
多
結
晶
シ
リ
コ
ン
ソ
ー

ラ
ー
セ
ル
で
変
換
効
率

・

％
を
達
成
。
ま
た
バ
ッ
ク

コ
ン
タ
ク
ト
構
造
の
ｎ
型
単

結
晶
シ
リ
コ
ン
ソ
ー
ラ
ー
セ

ル
で
変
換
効
率

・
９
％
と

世
界
的
に
高
水
準
の
技
術
を

証
明
し
て
い
る
。

　
コ
ス
ト
が
重
視
さ
れ
る
産

業
用
に
は
、
耐
久
性
に
優
れ

た
フ
レ
ー
ム
レ
ス

両
面
ガ
ラ
ス
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
供
給
。

塩
害
に
耐
え
る
最

高
レ
ベ
ル
の
保
証

や
、
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
国
際

規
格
の
火
災
テ
ス

ト
で
ク
ラ
ス
Ａ
を

取
得
し
て
い
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や

農
地
の
有
効
活
用

を
狙
っ
た
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

な
ど
に
適
し
て
い
る
と
い

う
。

　
ま
た
同
社
で
は
業
界
に
先

ん
じ
て

年
間
の
シ
ス
テ
ム

保
証
と

―

年
の
長
期
に

わ
た
る
出
力
保
証
を
実
施
。

一
般
的
な

年
程
度
で
保
証

で
き
る
出
力
を
大
幅
に
下
げ

る
方
式
で
は
な
く
、
徐
々
に

保
証
で
き
る
出
力
を
低
下
さ

せ
て
い
く
保
証
制
度
を
取
り

入
れ
て
い
る
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
の
試
算
で
は
、家
庭
用
の

発
電
コ
ス
ト
が

年
時
点
で

１

時
当
た
り

円
と
な

り
、

年
の
試
算
か
ら
４
円

下
が
っ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
は

グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
ー
の
目

安
と
な
る
家
庭
用
電
気
料
金

は
１

時
当
た
り

円
と

し
て
い
る
た
め
未
達
だ
っ
た

が
、
発
電
性
能
の
向
上
や
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
メ
ー
カ
ー

の
努
力
と
、
市
場
で
の
価
格

競
争
は
確
実
に
発
電
コ
ス
ト

を
低
下
さ
せ
た
と
言
え
る
。

自
家
消
費
は
系
統
の
負
担
を

和
ら
げ
る
の
で
、
課
題
解
決

の
一
つ
に
も
な
る
。
よ
り
一

層
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。

　
小
水
力
発
電
は
１
０
０
０

以
下
の
水
力
発
電
シ
ス

テ
ム
と
定
義
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
一
般
河
川
や
農

業
用
水
、
上
下
水
道
な
ど
の

水
流
を
有
効
利
用
す
る
た

め
、
ダ
ム
の
よ
う
な
大
き
な

施
設
を
建
設
す
る
必
要
は
な

い
。
昼
夜
安
定
し
た
発
電
が

可
能
な
ほ
か
、
発
電
時
に
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
排

出
し
な
い
こ
と
も
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。

　
現
在
、
全
国
各
地
で
小
水

力
発
電
に
取
り
組
む
事
例
が

増
え
て
い
る
。
奈
良
県
は
山

添
村
に
上
津
ダ
ム
小
水
力
発

電
施
設
最
大
電
力

を
完
成
さ
せ
、

月
か
ら
運

転
を
行
っ
て
い
る
。
河
川
維

持
放
流
水
を
活
用
す
る
こ
と

で
小
水
力
発
電
を
行
い
、
農

業
用
施
設
の
電
気
代
な
ど
維

持
管
理
費
の
低
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
山
形
県
は
山
形
市
の
松
原

浄
水
場
に
小
水
力
発
電
施
設

最
大
出
力
１
４
０

を
完
成
さ
せ
、

月
か
ら
発

電
さ
せ
て
い
る
。
蔵
王
ダ
ム

か
ら
同
浄
水
場
ま
で
の
導
水

管
の
水
流
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
同
浄
水
場
で
使
用
す
る

全
て
の
電
力
量
を
賄
う
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
水
が

時
間
流
れ
る
こ
と
で

時
間

発
電
が
可
能
と
な
る
か
ら
、

停
電
し
て
も
浄
水
を
実
現
す

る
の
が
特
徴
だ
。

　
ま
た
全
国
小
水
力
利
用
推

進
協
議
会
で
は
小
水
力
発
電

の
開
発
を
進
め
る
た
め
に
、

自
治
体
や
建
設
事
業
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
小
水
力
発
電

実
務
研
修
会
を
開
催
し
て
い

る
。

月
５
、
６
の
両
日
に

行
い
、
小
水
力
発
電
の
固
定

価
格
買
取
制
度
の
現
状
、
設

備
認
定
の
状
況
を
は
じ
め
、

各
地
域
に
お
け
る
小
水
力
発

電
へ
の
取
り
組
み
、
小
水
力

発
電
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
設
計

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
地
熱
発
電
は
マ
グ
マ
の
熱

で
高
温
と
な
っ
て
い
る
地
下

１
０
０
０

―
３
０
０
０

程
度
の
地
熱
貯
留
層
か
ら
蒸

気
や
熱
水
を
く
み
上
げ
、
タ

ー
ビ
ン
を
回
転
さ
せ
て
電
気

を
起
こ
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
効
果
が
高
く
、
一

年
中
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
獲
得
で
き
る
こ
と
な
ど
が

特
徴
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
熱
発
電
所
は
国

内
に

カ
所
あ
る
が
、
新
た

に
導
入
す
る
動
き
は
活
発
化

し
て
い
な
い
。
主
な
理
由
と

し
て
、
開
発
期
間
が

年
を

超
え
る
の
で
短
期
間
で
成
果

を
求
め
る
民
間
企
業
に
は
事

業
と
し
て
の
魅
力
を
感
じ
な

か
っ
た
こ
と
、
温
泉
事
業
者

か
ら
の
反
対
運
動
が
起
き
て

理
解
を
得
ら
れ
に
く
い
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
事
業
化
に
結
び

つ
き
に
く
い
こ
と
を
鑑
み
、

固
定
価
格
買
取
制
度
で
は
調

達
期
間
を

年
に
設
定
し
て

い
る
。
地
熱
発
電
は
初
期
投

資
額
が
大
き
い
の
で
完
成
後

年
間
は
コ
ス
ト
高
と
な
る

が
、
大
半
の
減
価
償
却
が
終

わ
る

年
目
以
降
は
コ
ス
ト

が
大
き
く
下
が
る
こ
と
か

ら
、

年
あ
れ
ば
十
分
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
導

入
を
促
進
す
る
起
爆
剤
と
し

て
、
２
０
１
４
年
度
の
国
家

予
算
で
は
約
２
０
０
億
円
を

確
保
し
、
地
熱
資
源
開
発
補

助
金
な
ど
を
提
供
す
る
環
境

を
整
え
て
い
る
。

　
新
た
な
地
熱
発
電
に
向
け

た
調
査
・
開
発
を
行
っ
て
い

る
地
域
が

カ
所
あ
る
。
出

力
７
５
０
０

以
上
の
地

熱
発
電
は
秋
田
県
の
山
葵
沢

わ
さ
び
さ
わ

に
出
力
４
万
２
０
０
０

の
発
電
所
を

年
に
運
転
を

開
始
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
出
力
５
０
０
０

ク
ラ
ス
の
地
熱
発
電
は
大

分
県
の
九
重
町
に

年
に
運

転
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
発
電
方
式
と
し
て
、
地
下

か
ら
の
蒸
気
を
直
接
使
っ
て

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す

る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
発
電
が
一
般

的
だ
が
、
最
近
で
は
水
蒸
気

な
ど
の
熱
を
い
っ
た
ん
沸
点

の
低
い
作
動
流
体
に
移
し
、

作
動
流
体
の
蒸
気
を
使
っ
て

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す

る
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
を
採
用

す
る
動
き
が
増
え
て
い
る
。


